
【構成員_意見集約】標準仕様書（内部帳票）_03_軽自動車税（種別割）

利用有無 帳票の要否 利用有無・要否に関する補足 代替の可否 代替可否の理由

A市
台帳を紙で管理している場合に
出力している。

①あり ②オプション
可（画面確認

可）

B市

C市
当初納通発送時の課税対象の確
認

①あり ①必須 不可

当市の現行システムで本帳票
の出力が可能であり、現行シ
ステムの機能は維持したいた
め。

D市

案件の共有や引継ぎの際、公示
送達などでの課内決裁の際など
に、連絡用・情報共有用に課税台
帳画面のスクリーンショットをプリ
ントアウトして相手に渡したり、利
用することがある。

③その他 ③不要
帳票として出力される必要は
無いと思われる。

可（画面確認
可）

E市 ②なし ③不要 可（EUC可）
F市 ②なし ②オプション 可（EUC可）

H市
【確認事項】他機関からの照会や
決裁等に添付する資料として活
用している。

①あり ①必須 不可
項目が多くまた決裁として添付
する資料として利用するため
帳票の形が望ましい。

I市
起案作成時の添付資料、課内回
覧時の参考資料

③その他 ④その他

当市で課税台帳と呼んでいる
帳票は、課税台帳画面を印刷
した物のことを指す。そのた
め、課税台帳画面を印刷する
際、A4の規格に収まるような画
面のレイアウトになっていれ
ば、帳票として定義する必要は
ないと考える。

不可 左記参照

J市

【確認事項について】
①警察署・公安委員会からの照
会に対する資料として添付。
②庁内，他自治体からの照会に
対する資料として添付。

①あり ①必須 不可

K市
電話応対時の記録用や決済添付
資料用など多岐にわたる。

③その他 ④その他
当市では課税台帳をハードコ
ピーすることによって課税台帳
を出力している。

可（画面確認
可）

A市
車両台帳の入力に誤りがないか
確認するために利用している。

①あり ①必須 可（EUC可）

B市

C市

当市では帳票№２、５は「異動事
由別一覧表」として同一帳票で出
力している。
主に指定期間内に処理をした車
両と申告書の突合や異動件数の
比較等に利用している。

①あり ①必須 不可

当市の現行システムで本帳票
の出力が可能であり、現行シ
ステムの機能は維持したいた
め。

D市 ②なし ④その他 可（EUC可）
EUCで抽出したデータで確認で
きれば、帳票として出力される
必要は無いと思われる。

E市

E市は、登録・廃車・名義変更等
の入力を各区役所にてするため、
内容について再確認するため本
庁舎にて（車両異動リスト）を、翌
日に打ち出し確認

①あり ①必須 可（EUC可）

F市 ①あり ①必須
異動バッチ入力後のチェックに
使用

不可

H市
【確認事項】申告書と突き合わ
せ、入力誤りがないかを確認する
ために使用している。

①あり ①必須 不可
入力チェックのしやすさの観点
から帳票の形が望ましい。

I市
指定した期間内に入力した車両
情報に誤りがないかチェックする
ために使用している。

①あり ①必須 不可

毎日使用する帳票であるた
め、EUCでの代替は業務負担
が大きい。また、紙媒体である
方が内容のチェックを行いやす
い。
また、帳票概要の内容に追加
で、異動日、電話番号、弁償金
収納の有無、備考の有無もあ
るとよい。

J市
【確認事項について】
入力後、申告書と一覧を突き合
わせてチェックを行う際に使用。

①あり ①必須 不可
車両件数が多く、使用頻度が
高いため。

K市

異動入力が行われた履歴を一覧
にすることによって、申告書と目
視で突合させ入力間違いなどを
チェックしている。

①あり ①必須 不可
現行のシステムではWチェック
を

3 車両異動登録一
覧

なし

A市 ①あり ①必須 可（EUC可）
B市

C市 ①あり ①必須
処理件数を報告する起案に利
用している。

不可

当市の現行システムで本帳票
の出力が可能であり、現行シ
ステムの機能は維持したいた
め。

D市 ②なし ③不要

例えば「新規登録」した情報に
間違いを発見して「職権」など
で修正した場合、異動事由が
「職権」で集計されるならば、本
来集計したい数字とはズレが
生じると思われるため、不要と
考える。

不可 不要と考えるため。

E市 ②なし ③不要
可（画面確認

可）
F市 ①あり ①必須 可（EUC可）

H市 ②なし ③不要 可（EUC可）
件数集計のみであればＥＵＣで
も対応可能と思われるため。

I市 ③その他 ④その他
どういった帳票を指しているの
かわからない。

J市 ②なし ③不要
K市

4 異動集計表
車種及び異動事由ごとに対
象件数を集計した集計表。 なし

（１）確認事項への回答・要件へ
の意見

（２）利用状況・帳票要否について
補足事項

事務局方針案

（４）内部帳票の代替可否について
項目検討

事前確認　回答集約
団
体
名

2
車両異動登録一
覧

車両情報の異動入力が行
われた対象について、車両
番号（標識番号）、車種、車
台番号、納税義務者宛名情
報、異動事由、処理日等を
記載した一覧。
期間を指定して作成を行う。

【確認事項】
利用団体があれば軽自動
車税の課税業務では、どの
ような目的で利用するか回
答をお願いしたい。

なし

1 課税台帳
システム上で管理している
課税台帳を印字したもの。

【確認事項】
利用団体があれば課税台
帳をどのような目的で出力
しているか確認したい。

なし

帳票
No.

帳票名称 帳票概要（帳票の用途） 分科会での論点

資料3
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利用有無 帳票の要否 利用有無・要否に関する補足 代替の可否 代替可否の理由

（１）確認事項への回答・要件へ
の意見

（２）利用状況・帳票要否について
補足事項

事務局方針案

（４）内部帳票の代替可否について
項目検討

事前確認　回答集約
団
体
名

帳票
No.

帳票名称 帳票概要（帳票の用途） 分科会での論点

資料3

A市
交付税資料を作成する際に利用
している。

①あり ①必須 可（EUC可）

B市

C市

当市では帳票№２、５は「異動事
由一覧表」として同一帳票で出力
している。
主に指定期間内に処理をした車
両と申告書の突合や異動件数の
比較等に利用している。

①あり ①必須 不可

当市の現行システムで本帳票
の出力が可能であるため、現
行システムの機能は維持した
いため。

D市

帳票ではなく、同様のデータを
EUCで抽出したものを利用してい
る。
毎月財務システムで調定を落と
す作業を行うが、その際に、把握
分と実際の登録分で差異が無い
か確認するために使用することが
ある。
また、交付税検査用の資料を作
成する際にも使用する。

③その他 ④その他

現状はEUCで抽出したデータ
で確認しているが、抽出できる
のが異動車両のみであり、課
税についてはさらにそこから
フィルター等で条件を付けて抽
出せねばならない状況なの
で、この帳票が出たら便利だと
思う。

可（EUC可）
EUCで抽出したデータで確認で
きれば、帳票として出力される
必要は無いと思われる。

E市
（課税異動リスト）は月ごとの調定
の作成に使用

①あり ①必須 可（EUC可）

F市 ①あり ①必須 不可

H市
【確認事項】毎月の調定の確認の
ための資料として使用している。

①あり ①必須 不可

I市
起案作成時の添付資料、収納側
への連絡用資料

①あり ①必須 不可

不定期に出力する帳票であ
り、頻度もまちまちだが、EUC
で出力して加工するのは業務
負担となるため、帳票として出
力できる必要がある。

J市 ②なし ③不要

K市

異動入力が行われた履歴を一覧
にすることによって、申告書と目
視で突合させ入力間違いなどを
チェックしている。

①あり ①必須
帳票２と一緒に１つの帳票とし
て出力している。

不可

6 課税異動登録一
覧

なし

A市 ①あり ①必須 可（EUC可）

B市

C市 ②なし ④その他
当市の現行システムでは出力
できない。

可（EUC可）
当市の現行システムでは出力
できないが、業務に支障はな
いため。

D市 ③その他 ④その他
現状、EUCで抽出したデータを
利用している。

可（EUC可）
EUCで抽出したデータで確認で
きれば、帳票として出力される
必要は無いと思われる。

E市 ②なし ③不要
可（画面確認

可）
F市 ①あり ②オプション 可（EUC可）
H市 ①あり ①必須 不可

I市 ②なし ④その他
当市では、登録、廃車、その他
異動は全て車両異動登録一覧
に含まれる。

不可 ２を参照

J市

2 車両異動登録一覧と同様の内
容になるのか（廃車異動登録を
行った車両一覧として同じ項目が
出力されるのか）。

①あり ①必須 不可
車両件数が多く、使用頻度が
高いため。

K市

A市 ②なし ②オプション 可（EUC可）

B市
C市 良い。

D市
機能要件に含有する方針で問題
ない。

②なし ①必須 可（EUC可）
EUCで抽出したデータで確認で
きれば、帳票として出力される
必要は無いと思われる。

E市 ①あり ①必須 可（EUC可）
F市 ①あり ①必須 可（EUC可）

H市 【確認事項】問題なし ①あり ④その他
確認事項に記載のとおり、機
能側で確認できれば問題な
し。

I市

エラー項目については、日時入力
の際に、入力できないよう制御す
るよう機能要件側で定義している
が、アラート項目については、入
力が可能なので、アラート項目の
チェックリストは必要である。（OK
エラーなのか単純に誤入力なの
かを確認できるようにする。）

①あり ①必須
当市では車台番号が重複して
いる場合リストが出力できる。

可（EUC可）

J市
【確認事項】
問題なし。

①あり ①必須 不可
車両件数が多く、使用頻度が
高いため。

K市 相違ない。 ①あり ①必須 不可

9 異動一括処理エ
ラーリスト

なし

A市
当初課税時の論理チェック用に
機能として実装されていることが
望ましい。

①あり ②オプション 可（EUC可）

B市
C市 相違ない。
D市 必要性はないと思われる。 ②なし ③不要 不可
E市 相違なし ②なし ③不要 可（EUC可）
F市 ②なし 可（EUC可）

H市 【確認事項】問題なし ②なし ③不要
現在はEUCでの抽出により対
応。

I市 相違ない。 ②なし ③不要

J市
【確認事項】について
相違なし。

②なし ③不要

K市 相違ない。 ②なし ①必須 不可
A市 ②なし ②オプション 可（EUC可）
B市

C市 ①あり ①必須 不可
一括処理該当と処理結果の突
合に必要なため。

D市 ②なし ①必須 可（EUC可）

E市 ②なし ③不要
可（画面確認

可）

F市 ①あり ③不要
2車両異動登録一覧で代用可
と考える

H市 【確認事項】問題なし ②なし ③不要
可（画面確認

可）

I市 ②なし ②オプション
EUCでもよいため出力できると
チェックが行いやすい。

可（EUC可） 左記参照

J市 ②なし ③不要
可（画面確認

可）
K市

なし
画面確認で問題ないものと想定している。

【確認事項】
機能要件1.2.19.で未入力の
エラーチェック対象としてお
り、該当帳票の必要性はな
いものと想定しているが相
違ないか。

なし

11
異動一括処理
結果リスト

異動に係る一括処理を
行った処理結果の一覧。

エラーの検出が目的と想定しているため、機
能要件側に包有する方針で問題ないと考えて
いる。

10
初度検査年月
未設定一覧

初度検査年月が未設定と
なっている対象車両の一
覧。

8
異動一括処理エ
ラーリスト

異動に係る一括処理を行っ
た際にエラーとなった対象
の一覧。

【確認事項】
エラーチェック機能につい
ては機能要件1.2.17.～で定
義している通りであるため、
そちらに包有する方針で良
いか。

なし

7
廃車済み車両一
覧

廃車済み車両について、車
両番号（標識番号）、車台番
号、廃車事由、廃車年月
日、標識返納の有無等を記
載した一覧。

なし

5
課税異動登録一
覧

課税情報の異動入力が行
われた対象について、課税
年度、賦課年度、税額、車
両番号（標識番号）、車種、
車台番号、納税義務者宛名
情報、異動事由、処理日等
を記載した一覧。
期間を指定して作成を行う。

【確認事項】
利用団体があれば軽自動
車税の課税業務では、どの
ような目的で利用するか回
答をお願いしたい。

なし
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利用有無 帳票の要否 利用有無・要否に関する補足 代替の可否 代替可否の理由

（１）確認事項への回答・要件へ
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（２）利用状況・帳票要否について
補足事項

事務局方針案

（４）内部帳票の代替可否について
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団
体
名

帳票
No.

帳票名称 帳票概要（帳票の用途） 分科会での論点

資料3

A市 ②なし ②オプション 可（EUC可）
B市

C市 ②なし ③不要
当市ではパンチデータ取込を
していない。

D市 ②なし ①必須 可（EUC可）

件数が多い場合は、紙出力で
きた方がその後の処理が便利
だと思われるが、少ない場合
は印刷せずとも問題ないと思
われるため。

E市 ①あり ①必須 可（EUC可）
F市 ①あり ①必須 可（EUC可）
H市 ②なし ②オプション

I市 ②なし ②オプション 不可

おそらく高頻度で出力する帳
票であると予想される。EUCで
出力して加工するのは業務負
担となるため、帳票として出力
できる必要がある。

J市 ①あり ①必須 不可
車両件数が多く、使用頻度が
高いため。

K市
A市 ①あり ②オプション 可（EUC可）
B市

C市 ①あり ①必須
エラー確認に必須の帳票であ
る。

可（画面確認
可）

当市の現行システムではエ
ラーリストを出力可能であるが
エラー確認を画面確認で行っ
ている。

D市 ①あり ①必須 可（EUC可）

件数が多い場合は、紙出力で
きた方がその後の処理が便利
だと思われるが、少ない場合
は印刷せずとも問題ないと思
われるため。

E市 ①あり ①必須 可（EUC可）
F市 ①あり ①必須 可（EUC可）
H市 ①あり ①必須 不可

I市 ②なし ①必須 不可

おそらく高頻度で出力する帳
票であると予想される。EUCで
出力して加工するのは業務負
担となるため、帳票として出力
できる必要がある。

J市 ①あり ①必須 不可
車両件数が多く、使用頻度が
高いため。

K市

14
検査情報取込エ
ラーリスト

なし

A市 ①あり ①必須 可（EUC可）
B市
C市 ②なし ③不要
D市 ①あり ①必須 不可
E市 ①あり ①必須 可（EUC可）
F市 ①あり ①必須 可（EUC可）
H市 ②なし ①必須 不可

I市 ②なし ①必須 不可

おそらく高頻度で出力する帳
票であると予想される。EUCで
出力して加工するのは業務負
担となるため、帳票として出力
できる必要がある。

J市 ①あり ①必須 不可
車両件数が多く、使用頻度が
高いため。

K市
A市 ①あり ①必須 可（EUC可）
B市

C市 ①あり ①必須
アンマッチの確認、修正に必須
の帳票である。

不可

当市の現行システムではアン
マッチリストの出力が可能であ
り、アンマッチリストを出力して
事務をしている。現行の運用を
維持したいため。

D市 ①あり ①必須 不可
E市 ②なし
F市 ①あり ①必須 可（EUC可）
H市 ①あり ①必須 不可

I市 ②なし ①必須 不可

おそらく高頻度で出力する帳
票であると予想される。EUCで
出力して加工するのは業務負
担となるため、帳票として出力
できる必要がある。

J市 ①あり ①必須 可（EUC可）
K市

17 アンマッチリスト なし

A市 ①あり ①必須 可（EUC可）
B市

C市 ①あり ①必須
可（画面確認

可）

当市の現行システムではリスト
を出力可能であるが画面確認
で問題ないため。

D市 ②なし ①必須
登録情報の確認作業の際に必
要。

不可

E市 ②なし
F市 ①あり ①必須 可（EUC可）
H市 ②なし ①必須

I市 ②なし ①必須 不可

おそらく高頻度で出力する帳
票であると予想される。EUCで
出力して加工するのは業務負
担となるため、帳票として出力
できる必要がある。

J市 ②なし ②オプション 可（EUC可）
K市

A市
報告資料を作成する際に利用し
ている。

①あり ①必須 可（EUC可）

B市

C市 相違ない。 ①あり ①必須 不可
当初賦課決定の起案に添付す
る資料として必須であるため。

D市 認識のとおり。 ②なし ①必須
帳票ではなくEUCでの抽出で
問題ないのではないか。

可（EUC可）

E市 ①あり ①必須 可（EUC可）
F市 ①あり ①必須 不可
H市 【確認事項】問題なし。 ①あり ①必須 不可
I市 相違ない。 ①あり ①必須 可（EUC可）

J市
【確認事項】について
相違なし。

①あり ①必須 可（EUC可）

K市

非課税車両は当初課税の対象と
ならないので、当初課税から除外
する帳票ではない。報告資料の
作成には根拠資料として活用す
る場合もある。

①あり ①必須 不可

20 非課税一覧 なし
上記に包有される帳票として整理

21 非課税一覧 なし 同上

【確認事項】
利用目的は当初課税対象
から除外することと報告資
料作成の元データという認
識で相違ないか。

なし

確認事項の前者については、2.1.1.の一括処
理の中で当該区分は除外して課税処理を行う
ことを定義している。

19 非課税一覧

非課税対象者について、
宛名情報等を記載した一
覧。
非課税の事由（官公署非
課税等）ごとに作成を行
う。

18
検査情報更新
結果確認リスト

更新を行った対象車両の
項目ごとに更新前/更新
後の情報が記載された一
覧。

なし 機能要件で検討済み

なし 機能要件で検討済み

なし 機能要件で検討済み

16
アンマッチリス
ト

対象車両の特定ができな
かったアンマッチ分の車
両の一覧。

15
検査情報取込
済みリスト

J-LISから連携される検
査情報の取込を行った車
両の一覧。

なし 機能要件で検討済み

なし 機能要件で検討済み

13
検査情報取込
エラーリスト

J-LISから連携される検
査情報の取込エラーと
なった車両の一覧。

12
パンチデータ取
込エラーリスト

申告書のパンチデータ取
込を行った際に取込エ
ラーとなった一覧。
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利用有無 帳票の要否 利用有無・要否に関する補足 代替の可否 代替可否の理由

（１）確認事項への回答・要件へ
の意見

（２）利用状況・帳票要否について
補足事項

事務局方針案

（４）内部帳票の代替可否について
項目検討

事前確認　回答集約
団
体
名

帳票
No.

帳票名称 帳票概要（帳票の用途） 分科会での論点

資料3

A市
職権で廃車する際の参考資料と
して利用している。

①あり ①必須 可（EUC可）

B市

C市 相違ない。 ①あり ①必須 不可
当初賦課決定の起案に添付す
る資料として必須であるため。

D市 認識のとおり。 ②なし ①必須
帳票ではなくEUCでの抽出で
問題ないのではないか。

可（EUC可）

E市 相違なし ①あり ①必須 可（EUC可）
F市 ②なし

H市

【確認事項】記載内容の他、課税
保留車両については経過年数に
より職権廃車とする事務も行って
おり対象の把握のためにも使用。

①あり ①必須 不可

I市 相違ない。 ①あり ①必須 可（EUC可）

J市
【確認事項】について
相違なし。

②なし ①必須 可（EUC可）

K市

課税保留は当初課税の対象とな
らないので、当初課税から除外す
る帳票ではない。報告資料の作
成には根拠資料として活用する
場合もある。

①あり ①必須 不可

23 課税保留一覧 なし

A市
報告資料を作成する際に利用し
ている。

①あり ②オプション
課税免除を実施している市町
村は限定されるためオプション
で問題ないと考える

可（EUC可）

B市

C市 当市では課税免除は該当なし。 ②なし ③不要

D市 認識のとおり。 ②なし ①必須
帳票ではなくEUCでの抽出で
問題ないのではないか。

可（EUC可）

E市 相違なし ②なし ①必須 可（EUC可）
F市 ②なし 可（EUC可）

H市

【確認事項】本市では課税免除と
している車両の実績がないが、記
載のとおりの利用目的となること
が想定される。

②なし ①必須 不可

I市 相違ない。 ②なし ④その他

減免対象者一覧のことだろう
か。そうでないのであれば、現
状当市では対象者がおらず、
帳票もない。

J市
【確認事項】について
相違なし。

②なし ①必須 可（EUC可）

K市

課税免除対象者は当初課税の対
象とならないので、当初課税から
除外する帳票ではない。報告資
料の作成には根拠資料として活
用する場合もある。

①あり ①必須 不可

A市 ①あり ①必須 可（EUC可）
B市

C市 ②なし ③不要
当市の現行システムでは出力
されないが事務に支障はな
い。

D市 ②なし ①必須
帳票ではなくEUCでの抽出で
問題ないのではないか。

可（EUC可）

E市 ②なし ③不要
F市 ②なし
H市 ②なし ③不要

I市 ①あり ①必須
現状当市ではEUCにて出力し
ている。

可（EUC可）

J市 ②なし ②オプション 可（EUC可）
K市

A市
当初課税時の論理チェック用に
機能として実装されていることが
望ましい。

①あり ①必須 可（EUC可）

B市
C市 相違ない。

D市

J-LISから検査情報取込後、「初
度検査年月、車種、排出ガス適
合コード、燃費基準達成車情報
コード、その他検査事項等コー
ド、用途、車体の形状コード」から
軽課のチェックが、「初度検査年
月、車種、燃料の種類コード、型
式ID文字、排出ガス適合コード、
その他検査事項等コード」から重
課のチェックができる必要があ
る。

登録時のエラーチェックとJ-Lis
データとの突合でエラー分を解消
する運用をしているが、当初課税
前に限り、J-Lisデータ突合後、
データを取り込み、更新処理を行
い、重課軽課の判定ができるよう
になる運用となっている。

①あり ①必須 不可

E市 ②なし ②オプション 可（EUC可）
F市 ②なし

H市 【確認事項】問題なし。 ②なし ④その他
機能要件のエラーチェックにて
解消できれば問題なし。

I市 相違ない。 ②なし ③不要

J市
【確認事項】について
相違なし。

①あり ①必須 不可 車両件数が多いため。

K市

エラーチェックの機能要件につい
ては相違ない。登録のエラー
チェックとJLISデータとの突合の
エラーチェックで解消する運用に
ついても相違ない。

①あり ①必須 不可

28
当初課税処理前
エラーチェックリ
スト

なし

29
当初課税処理前
エラーチェックリ
スト

なし

30
当初課税処理前
エラーチェックリ
スト

なし

31
当初課税処理前
エラーチェックリ
スト

なし

32
当初課税処理前
エラーチェックリ
スト

なし

33
当初課税処理前
エラーチェックリ
スト

なし

【確認事項】
エラーチェック機能につい
ては機能要件1.2.17.～で定
義している通りであるため、
そちらに包有する方針で良
いか。
また、基本的に機能要件の
中で登録時のエラーチェッ
クとJ-LISデータとの突合で
エラー分を解消する運用を
前提として考えているが、
各団体認識に相違あるか。

なし

なし

26
当初課税処理
前エラーチェッ
クリスト

当初課税処理を行う前に
登録事項から抽出された
エラーの一覧

25
重課税対象一
覧

経年重課区分が設定され
ている対象者の宛名情報
等を記載した一覧。

【確認事項】
利用目的は当初課税対象
から除外することと報告資
料作成の元データという認
識で相違ないか。

なし

【確認事項】
利用目的は当初課税対象
から除外することと報告資
料作成の元データという認
識で相違ないか。

なし

確認事項の前者については、2.1.1.の一括処
理の中で当該区分は除外して課税処理を行う
ことを定義している。

24 課税免除一覧

課税免除対象者につい
て、宛名情報等を記載し
た一覧。

22 課税保留一覧

課税保留（仕様書上は
「課税区分の調査中」とし
ている）の対象者につい
て、宛名情報を記載した
一覧。
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利用有無 帳票の要否 利用有無・要否に関する補足 代替の可否 代替可否の理由

（１）確認事項への回答・要件へ
の意見

（２）利用状況・帳票要否について
補足事項

事務局方針案

（４）内部帳票の代替可否について
項目検討

事前確認　回答集約
団
体
名

帳票
No.

帳票名称 帳票概要（帳票の用途） 分科会での論点

資料3

A市 ①あり ①必須 可（EUC可）
B市

C市 ②なし ④その他
当市の現行システムでは本帳
票の出力が可能であるが、活
用できていない。

D市 ②なし ①必須

現状、EUCでの抽出データもし
くは、当初課税処理直後の調
定表あるいは３３表のデータを
使用している。そういったもの
で代替可能だと考える。

可（EUC可）

E市 ②なし ③不要
F市 ①あり ①必須 可（EUC可）
H市 ②なし ③不要
I市 ③その他 ④その他 No.49.51とどう違うのか。
J市 ①あり ①必須 可（EUC可）
K市
A市 ①あり ①必須 可（EUC可）
B市

C市 ①あり ④その他

当市の現行システムでは本帳
票の出力が可能であるが、必
要項目が全て印字されていな
い、また、不要な項目もあるた
め使用しておらず、EUCで抽出
している。

可（EUC可）

D市 ②なし ①必須 可（EUC可）

帳票として出力されることが望
ましいが、データを加工して、
発送日や返信受理日を管理し
たいため、EUCもしくはそれ以
外でもデータで管理できる形で
出力されることが望ましい。
もしくは、返戻者情報管理のよ
うに、各種通知について発送
状況管理ができることが望まし
い。

E市 ①あり ①必須 可（EUC可）
F市 ①あり ①必須 可（EUC可）
H市 ①あり ①必須 不可

I市

当該帳票は継続減免の対象者一
覧を指していると認識している
が、相違ないか。

①あり ①必須 可（EUC可）

J市 ①あり ①必須 可（EUC可）
K市

36 減免対象者一覧 なし
上記に包有される帳票として整理

A市 ①あり ①必須 不可
発付一覧のため紙での管理が
望ましい

B市

C市
帳票No.35の一覧から、発送者を
選択し一覧を作成できるのであれ
ば、No.35のみで良い。

②なし ④その他
帳票No.35の一覧から、発送者
を選択し一覧を作成できるの
であれば、No.35のみで良い。

可（EUC可）

D市 両方必要帳票だと認識している。 ②なし ①必須
現状はエクセルで作成したリス
トを使用している。 不可

E市
対象者一覧に未発送の理由を記
入できるようにすれば、必要ない
と考える

②なし ③不要
可（画面確認

可）

F市 ①あり ①必須 可（EUC可）

H市 【確認事項】問題なし。 ①あり ①必須
前年度減免対象者に対して、
次年度の減免継続のために利
用する想定でよいか。

不可

I市

当該帳票は継続減免の対象者一
覧を指していると認識している
が、その場合35の帳票がそのま
ま発送者一覧となるため、当該帳
票は不要である。

②なし ③不要

J市
【確認事項】について
相違なし。

②なし ②オプション 可（EUC可）

K市
本市では記載の運用はしていな
い為、本庁表は活用していない。

②なし ④その他

A市 減免の未申請者に対して
案内文を送付する際の資料として
利用している。

①あり ②オプション 可（EUC可）

B市
C市 ②なし ③不要
D市

②なし ②オプション

減免申請について、当市では
３月に継続申請用紙を送付し、
返送が無かった場合、再度通
知を行っている。その際活用で
きると考えるので、あればいい
と思うが、自治体によって運用
が違うと思われるのでオプショ
ンとするのが良いと考える。

不可

E市 ②なし ③不要
F市 ②なし
H市 ②なし ③不要 不可
I市 利用していない。 ②なし ③不要
J市 ②なし ③不要
K市 本市では記載の運用はしていな

い為、本庁表は活用していない。
②なし ④その他

A市
①あり ①必須 不可

発付一覧のため紙での管理が
望ましい

B市
C市

②なし ④その他
現行システムで一覧の発行は
可能だが、使用しておらず、
EUCでデータを抽出している。

D市

②なし ①必須

減免決定通知の出力順と同じ
並びとなっているリストが出力
される必要がある。
減免決定者用車検用納税証
明書を発行し、減免決定通知
書と同封して発送するため、発
行・封入の作業を容易にする
ために決定通知書と同様の並
び順のリストが必要となる。

不可

E市 ①あり ①必須 可（EUC可）
F市 ①あり ①必須 不可
H市 ①あり ①必須 不可
I市

①あり ①必須 不可
EUCで出力して加工するのは
業務負担となるため、帳票とし
て出力できる必要がある。

J市 ①あり ①必須 可（EUC可）
K市

なし39
減免決定通知
書発送者一覧

減免決定通知書の発送
対象者について、宛名情
報、車両番号（標識番
号）、減免区分等を記載し
た一覧。

【確認事項】
利用団体があれば軽自動
車税の課税業務では、どの
ような目的で利用するか回
答をお願いしたい。

なし38
減免未申告一
覧

減免申請書の発送を発
送したが申請のなかった
対象者の宛名情報、減免
区分を記載した一覧。

37
減免申請発送
者一覧

減免申請書の発送対象
者について、宛名情報、
車両番号（標識番号）等
を記載した一覧。

なし ◆参考：機能要件_3.2.2.減免対象抽出 抽出した減免対象者について、以下の項目をリストで出力できること。  【出力対象項目】 減免区分 車両情報（車台番号、車両番号（標識番号）、形状、用途） 納税義務者情報（氏名、住所） 手帳保持者情報（氏名、住所、障害名、障害等級、所有者との関係） 運転者情報（氏名、住所） 減免割合 減免額

なし

【確認事項】
本帳票要件は減免申請書
の作成を行った対象者のリ
ストとして定義しており、機
能要件3.2.2.減免対象抽出
において作成するリストと
別途定義しているが、両方
とも必要帳票の認識で相違
ないか。

なし

35
減免対象者一
覧

機能要件3.2.2.に該当す
る減免対象者の一覧。

34
車両マスタ更
新リスト

当初課税処理を一括で
行った際に更新された車
両情報の一覧。
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利用有無 帳票の要否 利用有無・要否に関する補足 代替の可否 代替可否の理由

（１）確認事項への回答・要件へ
の意見

（２）利用状況・帳票要否について
補足事項

事務局方針案

（４）内部帳票の代替可否について
項目検討

事前確認　回答集約
団
体
名

帳票
No.

帳票名称 帳票概要（帳票の用途） 分科会での論点

資料3

A市
更正決議書一覧に決済欄があれ
ば問題ないと考える。

①あり ①必須 不可
決裁用のため紙での出力が望
ましい

B市

C市
個票単位の決議書は利用しな
い。

②なし ③不要

D市
現状個票単位のものを使用して
いるが、41の一覧があれば問題
ない。

①あり ④その他 （1）と同様。 不可

E市 ①あり ①必須 可（EUC可）
F市 ②なし 可（EUC可）

H市

【確認事項】決裁の際には更正の
一覧及び、更正に関する連絡票
（庁内）で個票の情報も足りるた
め、別途個票の帳票は不要と思
われる。

②なし ③不要 不可

I市 更正決議書一覧があればよい ②なし ③不要

J市
【確認事項】について
一覧が出力できれば問題ない。

①あり ②オプション 可（EUC可）

K市
１納税義務者１決裁が原則の為
個票単位の決議書は必要である
と考える。

①あり ①必須 不可

A市 決議書欄が必要と考える。 ①あり ①必須

帳票概要に記載している情報
があれば問題ないと考える。
またNo44 更正決定通知書発
送者一覧とNo52更正決定通知
書発送者一覧のいずれかが実
装されていれば問題ない。

不可
発付一覧のため紙での管理が
望ましい

B市

C市 問題ない。 ②なし ④その他
当市の現行の運用では、別の
帳票を更正（税額変更）者リス
トの代わりとして使用している。

D市 問題ない。 ②なし ①必須 不可
帳票として出力され、そのまま
決裁に回すことができる必要
がある。

E市 ①あり ①必須 可（EUC可）
F市 ①あり ①必須 可（EUC可）
H市 【確認事項】問題なし。 ①あり ①必須 不可

I市
更正日が必要

①あり ①必須 不可
EUCで出力して加工するのは
業務負担となるため、帳票とし
て出力できる必要がある。

J市
【確認事項】について
問題なし。

②なし ①必須 可（EUC可）

K市

更正決定決議書を使用しなけれ
ば難しいのではないかと考える。
本市では決裁時、１人の納税義
務者に対して、１決裁が原則であ
るのでそのような運用は想定して
いないが、他市町村の決裁ルー
ルにもよると考える。

①あり ①必須
更正者リストは収税部門への
連絡用として使用しているので
必須帳票として考える。

不可

A市 ①あり ②オプション 可（EUC可）
B市

C市 相違ない。 ①あり ①必須 不可
更正の起案に添付する資料で
あるため。

D市 認識のとおり。 ②なし ①必須

構成に係る異動分について、
車種、更正前税額、調定年
度、課税年度ごとに更正後税
額、件数、合計金額を集計した
資料である必要がある。
（No.65交付税検収資料及び、
No.66交付税検収資料附表の
確認資料となるため。）

不可

E市 ①あり ①必須 可（EUC可）
F市 ②なし
H市 ①あり ①必須 不可

I市
相違ない。

①あり ①必須 不可

集計表をEUCで出力して加工
するのは業務負担となるため、
帳票として出力できる必要が
ある。

J市
【確認事項】について
相違なし。

②なし ①必須 不可
車両件数が多く、使用頻度が
高いため。

K市 相違ない。

A市
更正決定通知書を利用している
ので、連絡表としての印刷は不要
と考える。

②なし ③不要

B市

C市
更正の入力更新を行うと即時で
反映されている。

②なし ③不要

D市

同一システム内に他係のシステ
ムも内包されており、リアルタイム
で変更を確認できるようになって
いるので、更正後、台帳情報を画
面プリントし、担当者へ手渡して
連絡している。

②なし ④その他

各システムと連携が取れない
のであれば必要だと思うが、そ
うでないなら（収納システムで
すぐに調定異動の確認ができ
るならば）連絡方法が連絡票
である必要はないと考える。

不可

E市

更生決議集計表があれば連絡票
はいらない。収納部門へは特に
連絡しな。たぶん自分の課のシス
テムで処理してると思う。

②なし ③不要 可（EUC可）

F市 ②なし
H市 ①あり ①必須 不可

I市
No.41更正者リストを収納側に渡
しているため、別途帳票は不要。

①あり ③不要

J市

【確認事項】について
更正処理前に起案文書を作成
し、収納担当へ決裁を行った後、
更正処理を行う（データはシステ
ムで収納担当へ引き継がれるた
め、連絡不要）。

②なし ③不要

K市
帳票４１をコピーし、収納部門に
連携することで連絡している。

②なし ③不要
可（画面確認

可）

A市 ①あり ①必須 帳票No41と同様 可（EUC可）
B市
C市 ②なし ③不要
D市 ②なし ①必須 不可
E市 ②なし ③不要
F市 ①あり ①必須 不可

H市 ②なし ③不要
41更正（税額変更）者リストで
確認ができれば問題ない。

I市 ②なし ③不要

No.41との違いが不明。一括処
理か個別処理かの違いだけな
のであればNo41.だけでよいの
ではないだろうか

J市 ②なし ②オプション 可（EUC可）
K市

なし

【確認事項】
当該帳票を利用していない
団体は、更正決定に際し収
納部門への連絡はどのよう
に行う運用かご教示いただ
きたい。

なし

44
更正処理結果
確認用一覧

更正に係る一括処理結
果について、更正ごとに
対象年度、通知書番号、
車種、車両番号（標識番
号）、更正日、更正事由、
納税義務者宛名情報、納
期限、更正前税額、更正
後税額、差引税額を記載
した一覧。

43
更正に関する
連絡票（庁内）

収納部門に対して更正
（税額変更）の内容を連
絡するために用いる更正
決定通知書と同様の項目
内容の連絡票。
帳票は個票単位となり、
一括または個別で作成を
行う。

【確認事項】
7.1.3.の機能で作成する異
動分の集計表の一種という
認識で相違ないか。

なし

◆参考：機能要件_7.1.3.追加No.1
異動分について、指定の項目別に以下の増
減集計表を作成できること。

【指定項目】
車種
納税義務者
課税区分
随時課税分（当初課税以外）　※課税区分に
包有されていれば可
月
新/旧標準税率
軽自動車税種別割（軽課税率/重課税率））

【集計対象】
車両台数
納税義務者数
調定額

【確認事項】
47_更正決議書を利用せ
ず、当該帳票を決裁時に運
用することを想定した場
合、最低限、帳票概要に記
載している情報があれば問
題ないか。

なし
そもそも、47_更正決議書を利用しないことが
難しいと考えられる場合はその理由等につい
てご回答いただきたい。

42
更正決議集計
表

構成に係る異動分につい
て、車種、更正事由ごと
に税額、件数、合計金額
を集計した資料。

41
更正（税額変
更）者リスト

更正（税額変更）の対象
者について、調定年度、
課税年度、通知書番号、
車種、車両番号（標識番
号）、納税義務者宛名情
報、更正事由、更正前税
額、更正後税額、差引税
額を記載した一覧。

【確認事項】
決裁の際に個票単位の決
議書（更正決定通知と同内
容のもの）を利用する必要
性があるか。後述の更正決
議書一覧のみあれば問題
ないか確認したい。

なし40 更正決議書

更正に係る決議を行うた
めに用いる更正決定通知
書と同様の項目内容の決
裁資料。
帳票は個票単位となり、
一括または個別で作成を
行う。
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利用有無 帳票の要否 利用有無・要否に関する補足 代替の可否 代替可否の理由
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の意見

（２）利用状況・帳票要否について
補足事項

事務局方針案

（４）内部帳票の代替可否について
項目検討

事前確認　回答集約
団
体
名

帳票
No.

帳票名称 帳票概要（帳票の用途） 分科会での論点

資料3

A市 ①あり ①必須 可（EUC可）
B市

C市 ②なし ④その他
当市の現行システムでは出力
できないが、新システムで出力
可能となれば使用したい。

D市 ②なし ①必須

送付内容確認のためにも、課
税物件異動通知に記載した内
容が出力される必要があるの
ではないか。

不可

E市 ②なし ③不要 一覧表としてはいらない

F市 ②なし
H市 ②なし ①必須 不可

I市 ①あり ①必須 不可

多い時だとほぼ連日出力する
帳票であるため、EUCでの代
替は業務負担が大きい。また、
紙媒体である方が内容の
チェックを行いやすい。

J市 ②なし ②オプション 可（EUC可）
K市
A市 ①あり ①必須 可（EUC可）
B市

C市 ②なし ④その他

転出者変更通知書発送一覧を
使用している。車種、車両番号
等の車両情報の記載があれ
ば、転出者変更通知書発送一
覧ではなく、転出者一覧で問題
ない。

D市 ①あり ①必須

機能WTで定義されていたか確
かでないが、転出者のうち、車
両の登録が残っている人の一
覧が作成される必要がある。
その際、車両情報も記載され
る必要がある。

不可

帳票として出力されることが望
ましいが、データを加工して、
発送日や返信受理日を管理し
たいため、EUCもしくはそれ以
外でもデータで管理できる形で
出力されることが望ましい。
もしくは、返戻者情報管理のよ
うに、各種通知について発送
状況管理ができることが望まし
い。

E市 ①あり ①必須 可（EUC可）
F市 ①あり ①必須 可（EUC可）
H市 ①あり ①必須 不可
I市 ②なし ③不要 47で代替可能
J市 ②なし ①必須 可（EUC可）
K市

A市 発送一覧は必須と考える。 ①あり ①必須 可（EUC可）
発付一覧のため紙での管理が
望ましい

B市

C市

相違ない。
本帳票は、「転出者でかつ車両を
所有している者の一覧」と想定し
て回答しました。

①あり ①必須

転出者一覧に車両情報の記載
があれば、転出者変更通知書
発送一覧ではなく、転出者一
覧で問題ない。

不可
通知発送時の対象者の照合
や、起案に利用するため。

D市 認識のとおり。 ②なし ①必須 不可
E市 相違なし ①あり ①必須 可（EUC可）
F市 ①あり ①必須 可（EUC可）
H市 【確認事項】問題なし ①あり ①必須 不可
I市 相違ない ①あり ①必須 可（EUC可）

J市
【確認事項】について
相違なし。

②なし ①必須 可（EUC可）

K市

本市では転出者に対して文書を
送付していない。死亡者変更通知
書についても発送一覧は必要と
考える。

②なし ③不要
可（画面確認

可）

A市 ①あり ①必須 可（EUC可）
B市

C市
本帳票は、「死亡者でかつ車両を
所有している者の一覧」と想定し
て回答しました。

①あり ①必須
転出者の帳票と同様に、車両
情報の記載、また、送付先の
記載も必要。

不可
通知発送時の対象者の照合
や、起案に利用するため。

D市 ①あり ①必須

機能WTで定義されていたか確
かでないが、死亡者のうち、車
両の登録が残っている人の一
覧が作成される必要がある。
その際、車両情報も記載され
る必要がある。

不可

帳票として出力されることが望
ましいが、データを加工して、
発送日や返信受理日を管理し
たいため、EUCもしくはそれ以
外でもデータで管理できる形で
出力されることが望ましい。
もしくは、返戻者情報管理のよ
うに、各種通知について発送
状況管理ができることが望まし
い。

E市 ①あり ①必須 可（EUC可）
F市 ①あり ①必須 可（EUC可）
H市 ①あり ①必須 不可

I市 ②なし ③不要
死亡者変更通知書発送一覧
が必要。

J市 ②なし ①必須 可（EUC可）
K市

A市 ①あり ①必須 不可
発付一覧のため紙での管理が
望ましい

B市

C市 ②なし ①必須
当市の現行システムでは出力
できないが、新システムで出力
可能となれば利用したい。

D市 ①あり ①必須

納税通知書の出力順と同じ並
びとなっているリストが出力さ
れる必要がある。
納税通知書の発行後の抜き取
りや料金ごとの仕分け作業を
容易にするために納税通知書
の出力順と同様の並び順のリ
ストが必要となる。

不可

E市 ①あり ②オプション 今はデータのみ管理 可（EUC可）
F市 ①あり ①必須 不可
H市 ①あり ①必須 不可
I市 ③その他 ④その他 No.34とどう違うのか。
J市 ②なし ①必須 可（EUC可）
K市

50
納税通知書発送
者一覧

なし

なし49
納税通知書発
送者一覧

納税通知書の発送対象
者について、通知書番
号、納税義務者宛名情
報、車種、車両番号（標
識番号）、年税額を記載し
た一覧。
一括出力条件ごとに作成
を行う。

なし

【確認事項】
死亡者変更通知書につい
ても発送一覧は必要という
認識で相違ないか。

なし

48 死亡者一覧

死亡者の宛名情報を記
載した一覧。

47
転出者変更通
知書発送一覧

転出者変更通知書の発
送対象者について、通知
書番号、納税義務者宛名
情報、車種、車両番号
（標識番号）を記載した一
覧。

なし46 転出者一覧

転出者の宛名情報を記
載した一覧。

45
課税物件異動
通知書対象一
覧

他市町村に対して課税物
件異動通知書の送付を
行った対象車両、納税義
務者の一覧。

なし
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資料3

A市 ①あり ①必須 不可
発付一覧のため紙での管理が
望ましい

B市

C市 ②なし ①必須
当市の現行システムでは出力
できないが、新システムで出力
可能となれば利用したい。

D市 ①あり ①必須

納税通知書の出力順と同じ並
びとなっているリストが出力さ
れる必要がある。
納税通知書の発行後の抜き取
りや料金ごとの仕分け作業を
容易にするために納税通知書
の出力順と同様の並び順のリ
ストが必要となる。

不可

E市 ①あり ②オプション 今はデータのみ管理 可（EUC可）
F市 ①あり ①必須 不可
H市 ①あり ①必須 不可
I市 ③その他 ④その他 No.34とどう違うのか。
J市 ②なし ①必須 可（EUC可）
K市

A市 ①あり ①必須 帳票No41と同様 不可
発付一覧のため紙での管理が
望ましい

B市

C市 ②なし ①必須
当市の現行システムでは出力
できないが、新システムで出力
可能となれば利用したい。

D市 ②なし ①必須

更正決定通知書は一度に大量
に出力することが少なく、また、
年間を通して随時出力するた
め、更正決定日等で期間（或
いは月）を指定して、その期間
内に更正決定通知書を出力し
た人のリストを出力できる必要
がある。

不可

帳票として出力されることが望
ましいが、データを加工して、
発送日や返信受理日を管理し
たいため、EUCもしくはそれ以
外でもデータで管理できる形で
出力されることが望ましい。
もしくは、返戻者情報管理のよ
うに、各種通知について発送
状況管理ができることが望まし
い。

E市 ①あり ②オプション 可（EUC可）
F市 ①あり ①必須 不可
H市 ②なし ①必須 不可

I市 ②なし ③不要
No.41があればこちらの帳票は
不要であると考える。

J市 ②なし ②オプション 可（EUC可）
K市

A市 ①あり ②オプション 不可
発付一覧のため紙での管理が
望ましい

B市
C市 ②なし ③不要

D市 ②なし ②オプション

現状、当市では課税免除を取
り扱っていないため不要。自治
体ごとに取扱に差異があると
思われるため、オプションとす
るべきと考える。

不可

E市 ②なし ③不要
F市 ②なし
H市 ②なし ①必須 不可

I市 ②なし ④その他
当市では対象者がおらず、帳
票もない。

J市 ②なし ②オプション 可（EUC可）
K市
A市 ①あり ②オプション 可（EUC可）
B市

C市 ②なし ③不要
公示送達に伴う納期限変更は
個別に行っている。

D市 ②なし ①必須 不可
E市 ①あり ①必須 可（EUC可）
F市 ②なし
H市 ②なし ①必須 不可
I市 ②なし ②オプション 可（EUC可）
J市 ②なし ③不要
K市

A市
収滞納の業務の為、軽自の業務
としては不要と考える。

②なし ③不要 可（EUC可）

B市

C市
収滞納の管轄であるため回答不
可。

D市
現状、収納係が管理しており、軽
自動車税担当では利用しておら
ず、必要ないと考える。

②なし ③不要 （1）と同様。 不可

E市 収納対策課実施
F市 ②なし

H市
【確認事項】課税部署では執行停
止は行わないため、利用があると
すれば収納業務ではないか

②なし ③不要

I市 収納側で出力できれば良い。 ②なし ③不要 課税側では不要。
J市 ②なし ③不要

K市
収税部門ではあるかもしれない
が、特に用途もないので課税部
門では活用もしていない。

②なし ③不要
可（画面確認

可）

A市 ①あり ②オプション 可（EUC可）
B市

C市
収滞納の管轄であるため回答不
可。

D市 ②なし ③不要

車検用納税証明書発行のため
に、納税状況を確認できる必
要はあるが、督促状の発行を
収滞納システムで行うならば、
この帳票は不要であると考え
る。
現状当市では、督促状の発行
は収納担当が行っており、軽
自担当は発送・返戻管理のみ
を行っている。

可（画面確認
可）

E市 収納対策課実施
F市 ②なし

H市 ②なし ③不要
収納業務側で必要となる帳票
ではないか。

I市 収納側で出力できれば良い。 ②なし ③不要 課税側では不要。
J市 ②なし ③不要
K市

なし56 未納者一覧

未納者について、対象年
度、通知書番号、車種、
車両番号（標識番号）、宛
名情報を記載した一覧。

【確認事項】
利用団体があれば軽自動
車税の課税業務では、どの
ような目的で利用するか回
答をお願いしたい。

なし55 執行停止一覧

執行停止の対象者につ
いて、宛名情報、車両番
号（標識番号）、執行停止
事由、設定日を記載した
一覧。

54
一括納期限変
更処理エラーリ
スト

公示送達に伴う納期限一
括変更を行った際に設定
エラーとなった対象の一
覧。

なし

なし

なし

53
課税免除決定
通知書発送者
一覧

課税免除決定通知書の
発送対象者について、通
知書番号、納税義務者宛
名情報、車種、車両番号
（標識番号）を記載した一
覧。

52
更正決定通知
書発送者一覧

更正決定（税額変更）通
知書の発送対象者につ
いて、通知書番号、納税
義務者宛名情報、車種、
車両番号（標識番号）、更
正前税額、更正後税額、
更正日、更正事由を記載
した一覧。

なし51
納税通知書（口
座振替）発送者
一覧

納税通知書（口座振替）
の発送対象者について、
通知書番号、納税義務者
宛名情報、車種、車両番
号（標識番号）、年税額、
口座情報を記載した一
覧。
一括出力条件ごとに作成
を行う。
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利用有無 帳票の要否 利用有無・要否に関する補足 代替の可否 代替可否の理由

（１）確認事項への回答・要件へ
の意見

（２）利用状況・帳票要否について
補足事項

事務局方針案

（４）内部帳票の代替可否について
項目検討

事前確認　回答集約
団
体
名

帳票
No.

帳票名称 帳票概要（帳票の用途） 分科会での論点

資料3

A市
口座振替対象者確認用に利用し
ている。

①あり ①必須 可（EUC可）

B市

C市
収滞納の管轄であるため回答不
可。

D市

当該帳票は、問い合わせ時の確
認用にも使用しているが、主には
金融機関との口座振替のデータ
のやりとりに使用している。
収納のシステムで全税目につい
て金融機関別・税目別・納期別で
口座振替対象者リストが作成され
る必要がある。軽自のシステムで
軽自のものだけを作成するのは
むしろ手間が増えるので必要な
い。

①あり ①必須

金融機関へ、口座振替対象者
リストを作成し、データ転送して
いる。
また、関連帳票として、「口振
不能通知（外部帳票）」と「口振
不能通知作成者一覧（内部帳
票）」、「口振済通知（外部帳
票）」と「口振済通知作成者一
覧（内部帳票）」が作成される
必要がある。

不可

金融機関へ送るデータと、金
融機関から送られてくる口振結
果のリスト（振替結果一覧、不
能リスト、エラーリスト）は全て
同じ様式を使用しており、金融
機関側のシステムにも影響す
ると思われるため、現在と同じ
ようにやりとりできる必要があ
る。

E市 口座担当課
F市 ②なし

H市 ②なし ③不要

口座通知書の発行は課税側で
あるが、口座情報の管理は収
納側であり、調定上も口座と納
付書払いを区別しないため課
税側では不要と思われる。

I市 収納側で出力できれば良い。 ②なし ③不要 課税側では不要。
可（画面確認

可）

帳票として出力できる必要はな
いが、口座用納税通知書の再
発行を課税側で行う際に、口
座情報に誤りがないか確認す
る必要がある。その際、収納側
の口座情報の画面を課税側で
見ることができる必要がある。

J市
【確認事項】について
報告の必要がない。

②なし ③不要

K市 庁内報告用の認識で相違ない。 ①あり ①必須
収納部門では当該帳票を活用
している可能性はある。

不可

A市 ①あり ①必須 可（EUC可）
B市

C市 問題ない。 ①あり ①必須
本市では、調定増減表を利用
しており、減額分の記載も必
要。

不可
調定更正の起案に添付するた
め。

D市

【確認事項】
認識の通り。

【帳票概要】
「指定の条件により集計される、
歳入に計上すべき入金が見込ま
れる金額、納税義務者数、車両
台数などの表。」
というのはいかがでしょうか。

①あり ①必須 不可

E市 ①あり ①必須 可（EUC可）
F市 ①あり ①必須 不可

H市 ②なし ③不要
歳入や収納状況を確認するた
めの帳票であれば課税側では
不要。

I市

「入金」としてしまうと課税取消の
場合にマイナス調定するものが
入らない。
また、この帳票はあくまでも集計
表であるため、納税義務者ごとの
表は、調定リストとして別途定義
すべき。

①あり ①必須 不可

調定起案作成時に欠かせない
帳票であり、出力頻度も最低で
も月に一度と高いため、EUC等
の代替ではなく帳票として出力
できる必要がある。

J市

【確認事項について】
問題なし。

①あり ①必須 不可 使用頻度が高いため。

K市
収納部門の帳票であるため、軽
自動車税課税部門では活用して
いない。

①あり ①必須
収納部門では当該帳票を活用
している可能性はある。

不可

59 調定表（集計表） なし

60 調定表（集計表） なし

61 調定表（集計表） なし

62 調定表（集計表） なし

63 調定表（集計表） なし

A市 ①あり ①必須 可（EUC可）
B市

C市 ①あり ①必須 不可
本事務に係る必須帳票である
ため。

D市 ①あり ①必須 不可
E市 ①あり ①必須 可（EUC可）
F市 ①あり ①必須 不可
H市 ①あり ①必須 不可

I市 ①あり ①必須 不可
省令で様式が定まっている以
上代替は不可であると考える。

J市 ①あり ①必須 不可
K市
A市 ①あり ②オプション 可（EUC可）
B市

C市 ③その他 ④その他

現行システムには、交付税検
収資料用の帳票がなく、調定
増減表等を利用し、資料の作
成をしている。検収用の資料
がシステムから出力することが
できるのであれば、ぜひ利用し
たい。

D市 ②なし ①必須 不可
E市 ①あり ①必須 可（EUC可）
F市 ①あり ①必須 不可
H市 ①あり ①必須 不可

I市 ②なし ①必須 不可
省令で様式が定まっている以
上代替は不可であると考える。

J市 ②なし ①必須 不可
K市

なし65
交付税検収資
料

交付税検査に用いる資
料。

なし

【確認事項】
調定表（集計表）作成の指
定条件や集計対象につい
ては、機能要件で検討済み
のため、当該機能を用いて
任意の集計表を作成する
運用イメージで問題ない
か。

なし
帳票概要について、より良い記載案があれば
ご教示いただきたい。

64
市町村課税状
況等の調

第３３表の軽自動車税に
関する調べ

58
調定表（集計
表）

歳入に計上すべき入金が
見込まれる金額、歳入予
算科目、納入義務者の氏
名（名称）などの集計表。

【確認事項】
利用目的は庁内報告用の
認識で相違ないか。

なし57
口座確認一覧
表

調定、口座通知書発行、
納税義務者（口座対象、
口座対象外）別の件数・
金額の集計表。
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利用有無 帳票の要否 利用有無・要否に関する補足 代替の可否 代替可否の理由

（１）確認事項への回答・要件へ
の意見

（２）利用状況・帳票要否について
補足事項

事務局方針案

（４）内部帳票の代替可否について
項目検討

事前確認　回答集約
団
体
名

帳票
No.

帳票名称 帳票概要（帳票の用途） 分科会での論点

資料3

A市 ①あり ②オプション 可（EUC可）
B市

C市 ③その他 ④その他

現行システムには、交付税検
収資料用の帳票がなく、調定
増減表等を利用し、資料の作
成をしている。検収用の資料
がシステムから出力することが
できるのであれば、ぜひ利用し
たい。

D市 ②なし ①必須 不可
E市 ①あり ①必須 可（EUC可）
F市 ①あり ①必須 不可
H市 ①あり ①必須 不可

I市 ②なし ①必須 不可
省令で様式が定まっている以
上代替は不可であると考える。

J市 ②なし ①必須 不可
K市
A市 ①あり ①必須 可（EUC可）
B市

C市 ②なし ①必須 不可

当市の現行システムで本帳票
が出力が可能であり、現行シ
ステムの機能は維持したいた
め。

D市 ②なし ①必須

現状帳票ではなくEUCでの抽
出でデータを出力している。特
に問題はないため、帳票として
出力しなくてもかまわないと考
える。

可（EUC可）

E市 ②なし ③不要
F市 ②なし

H市 ②なし ③不要 可（EUC可）

帳票の出力だと該当数も大量
となりうるため、エクセル等で
絞り込みが可能なＥＵＣが望ま
しい

I市 ②なし ②オプション 可（EUC可）
J市 ②なし ②オプション 可（EUC可）
K市
A市 ①あり ①必須 可（EUC可）
B市

C市 ②なし ④その他 課税台帳との違いは何か。

D市 ②なし ①必須

現状帳票ではなくEUCでの抽
出でデータを出力している。特
に問題はないため、帳票として
出力しなくてもかまわないと考
える。

可（EUC可）

E市 ②なし ③不要
F市 ②なし

H市 ②なし ③不要 可（EUC可）

帳票の出力だと該当数も大量
となりうるため、エクセル等で
絞り込みが可能なＥＵＣが望ま
しい

I市 ②なし ②オプション 可（EUC可）
J市 ②なし ②オプション 可（EUC可）
K市
A市 ①あり ①必須 可（EUC可）
B市
C市 ②なし ③不要

D市 ②なし ①必須
現状出力できないが、EUCで
抽出できたら便利だと思う。

可（EUC可）

E市 ①あり ①必須 可（EUC可）
F市 ②なし ②オプション 可（EUC可）
H市 ②なし ③不要 可（EUC可）

I市 ②なし ②オプション

機能要件の中で「盗難車」とい
う区分は無かったと記憶してい
るが、どのように抽出するの
か。

J市 ②なし ③不要
K市
A市 ①あり ②オプション 可（EUC可）
B市
C市 ②なし ③不要

D市

「他市町村車両一覧」だと、市外
ナンバーで廃車を受け付けた車
両の一覧のように思えたため、
「市外住民車両一覧」や「住登外
住民車両一覧」などにすべきと考
える。

②なし ①必須

No.46で記載したように、転出
者一覧に車両情報も記載され
るのであれば、期間の設定次
第で同様の内容のものが出力
できるのではないか。

不可

E市 ②なし ②オプション 有れば利用できそう 可（EUC可）

F市 ②なし ②オプション 可（EUC可）
H市 ②なし ③不要 可（EUC可）
I市 ②なし ③不要
J市 ②なし ③不要
K市
A市 ②なし ②オプション 可（EUC可）
B市
C市 ②なし ③不要

D市 ②なし ②オプション
当市では納税組合が無いため
不要。必要な自治体のみオプ
ションで実装すべきと考える。

E市 ②なし ③不要
F市 ②なし
H市 ②なし ②オプション 可（EUC可）
I市 ②なし ③不要
J市 ②なし ③不要
K市

A市 ①あり ①必須
車種毎の税額・台数・通知書
数がわかる資料を利用してい
る

可（EUC可）

B市

C市 ①あり ①必須 不可
税収見込みを作成する際に必
要なため。

D市 ②なし ①必須 不可
E市 ②なし ①必須 可（EUC可）
F市 ②なし ②オプション 可（EUC可）
H市 ②なし ③不要 可（EUC可）

I市 ②なし ③不要

検証機や実機の課税台帳画
面で、翌年度の税額が問題な
く表示されているのであれば帳
票としては不要であると考えて
いるが、根拠資料とは具体的
にどのようなものを指すのかご
提示いただきたい。

J市 ②なし ①必須 可（EUC可）
K市

なし

なし

72
シミュレーション
資料

翌年度の税額シミュレー
ションを行う際の根拠資
料。

71 納税組合リスト

納税組合毎の義務者数・
課税台数・調定額を把握
するために使用する一
覧。

なし

なし

70
他市町村車両
一覧

住登外の納税義務者が
設定されている車両の一
覧。

69 盗難車一覧

盗難車として登録のある
車両の車両番号（標識番
号）、納税義務者宛名情
報、車種、車台番号等を
記載した一覧。

なし68 課税一覧

課税区分が「課税」となっ
ている車両の納税義務者
宛名情報、車両番号（標
識番号）、車種等の一
覧。

67 車両一覧
車両台帳に登録のある車
両情報の一覧。

なし

なし

66
交付税検収資
料附表

同上
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